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　Abstract : 1，The following results　obtained in this investigation on the effects of

combination of node setting fruit and number of leaves on the fruit development and

quality of Summer strain Ｎ０. 7 musktnelon.

　As fruits set on the upper nodes, fruits developed well and long round. And the relative

high ratio of number of upper leaves to lower ones promoted fruit development and Brix

index in fruits, but induced flat round fruits.

　The diameter of stylar scar of fruit became more or less big as fruite set on the upper

node, but did not affect by the relative ratio of number of upper leaves t０lower leaves.

And it was found that the diameter on the second lateral shoot became larger than that

on the first one.

　2. The effects of romoval of　lateral shoots on the fruit development and quality of

Spring strain Ｎ０. 3, sown on April 20， and Winter strain Ｎ０. 3, sown on Sept. 7 was

invesigated.

　Ａ lower lateral shoot per plant and/or leaves on the lower lateral shoots, pinching

with two leaves from ａ shoot respectively, promoted fruit weight with normal fruit shape

and nets.

　Leaves on the lateral shoot with fruit promoted fruit development, pinching with 4 leaves

and/or with no pinch. However, the fruit setting was very poor in spring crop and was

complete in autumn crop.

　3. On the basis of the foregoing results it was recommened to keep the relative equal

ratio of upper leaves t０lower ones and ａ lower lateral shoot to produce ･the good netted

fruits with high quality･

　ネットメロン栽培についての研究は主として品種比較1-4)肥培管理やかん水5-1°りこついてで，

わずかに葉の取扱いについて高木15･16)神谷17'の報告があるにすぎない。　また整枝についても少

なく，深みどりを供試した結果か報告18)されているにすぎない。従って葉及び側枝の取扱いについ

ての研究か少ないように思われる。

　また摘心栽培のキュウリでは摘心によって根の発育が抑制されることを報告19Jしたか，メロソで

も摘心栽培を行うのでそのために根が老化し，葉の機能低下を招来し，糖度も上昇しにくくなって

いるものと考えられるので，着果位置と葉数との関係及び側枝の取扱いについて研究したので報告

する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法

　第１実験　果実の肥大・品質に及ぼす着果位置と葉数の影響を調査する目的で，３月17日に夏系

フ号をは種し，子葉展開と同時に鉢上げして育苗し，本葉３～,４枚になった時（４月11日）ノヽウス

内にうね幅180 cm, 株間45 cm の２列植えに定植した。

　処理区は次の８区を設け，各区10株あて定植した。

　１区；20節摘心，５節着果　　　　　　　　　　　　　ｙ

　２区；10節摘心，５節着果

　３区；20節摘心，10節着果，５節以下摘葉

　４区；20節摘心，10節着果　　　　　　　　　　　／　　レ

　５区；15節摘心，10節着果　　　　　　　　　ニ

　６区；20節摘心，15節着果，10節以下摘葉

　フ区；25節摘心，15節着果，５節以下摘葉

　８区；20節摘心，15節着果

　予定着果節位の側枝の開花時交配して着果させ，側枝は２節で摘心した。

　ま,た摘葉は果実がピンポン玉位になったとき実施した。

　なお全株下３葉を除き，その上の第４節を第１節として数えて処理した。

　本ぽの元肥はＣＤＵｲﾋ成で三要素各2 kg/a, 苦土石灰y13 kg/a を施した。かん水は適宜施用

しだ。

　着果節位が予定通りにならなかった株は調査から除外した。とくに第６区では予定着果節位に着

果できなかったので，子づるを仲ばし，孫づるに着果させた。Ｉ

　第２実験　果実の肥大・品質に及ぼす側枝の取扱いの影響を調査するために，春作及び秋作を行

なった。

　春系３号を供試し，４月20日に発芽種子を　３ ｃｍ'ポットにまいた。供試床土はピートモスと消

毒土壌を２：３に混合し，苦土石灰10 kg/a を加えたもめで肥料は施用しなかった。

　本葉2.5枚展開した５月11日にハウス内本ぽに定植した。栽植距離はうね幅2.0m,株間35cm,

条間50 cm の２条植えとした。

　施肥はＣＵＤｲﾋ成で三要素各0.5 kg/a, 苦土石灰10 kg/a で，追肥は住友２号600倍で適時

かん水と同時に実施した。　　　　　　　　　　　⊃

　以上が春作で，秋作は冬系３号を供試し，９月７日に発芽種子をポットにまき，本葉２枚展開時

の９月21日にハウス内本ぽに定植した。栽植距離は春作と同じであるか，元肥は三要素各1 kg/a

で，増量した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　(1)側枝位置の影響を見るために，20節摘心，10節着果の標準区の外に着果節位の上に１本残し

た上位側枝１本放任区，下に１本残した下位側枝１本放任区を設けた。

　(2)側枝の葉数の影響を見るために，20節摘心して!o節に着果させた。そして上中下の３部に分

けて側枝葉を残した。すなわち各側枝は２葉残して摘心し，上位側枝２葉区は上位側枝のみを残

し，他は除いた。中位側枝２葉区は着果側枝を中心に上下各３側枝を残して他を除いた。また下位

側枝２葉区は下位の側枝を残し，他を除いた。

　(3)着果枝葉数の影響を見るために，着果枝の子づるを２葉摘心区(標準区)，４葉摘心区及び

放任区の３区を設けた。

　各区とも調査株数は10株で，摘花，摘側枝，摘葉はなるべく早期より行った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　験　結　果

　第　１　実　験

　１．果実について　第１図に見られるように，第４区の20節摘心，10節着果で平均950 gであっ

たが，15節着果の第７区は1250 g で，同一葉数では上位着果が増加する傾向が見られた。

　次に同一着果節位でみると，下位葉数より上位葉数が多いと大玉になる傾向か見られた。
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Fig. 1. Effect of combination of node setting fruit and number of leaves

　　on the fruit development

　　　･ ; Each fruit, O ; Average fruit weight
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Fig. 2. Effect of combination of node setting fruit ａｎｄ‘number of leaves

　　　onthe fruit shape

　　　　　　　More than 100 shows flat round fruits,　ｅ ；Each fruit shape,

　　　　　　　　　　　　　　100shows globe fruits,

　　　　　　　Less than　100 shows long round fruits.　［> ; Average fruit shape
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　２．果形について　第２図に見られるように，第１区の下位葉数５枚で上位葉数15枚という区に

おいて著しく偏平果となっていた。

　この傾向は10節着果区でも見られた。

　また上位葉数と下位葉数とがともに10枚ずつの10節着果区の第４区と15節着果区の第７区とを比

較してみると，上位着果の第７区の方か縦長果となっていた。

　３．糖度について　第３図にみられるように，上位節に着果させた方が糖度が高まりやすい。

　次に着果節位別にみると，下位葉数より上位葉数の多い場合に糖度が上昇しやすい傾向が見られ

た。
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Fig. 3. Effect of combination of node setting fruit and number of leaves

　　　onthe sugar content of fruits　　　　　　　　，　　　　　　.，

　　　　　　　　Sugarcontent was measured with Brix index.

　　　　　　　　　●；Ｅａｃｈfruit indeχ，［〉; Average fruit index

　４．ネットの形成について　ネットの盛上がり及び粗密について調査した結果は第４図のとおり

で，上位葉数が下位葉数より多い場合に密になりやす弧　５節着果区でも10節着果，15節着果でも

同じ傾向が見られた。なかでも５節着果の上位葉数15枚区で著しく，偏平果になるにつれ，密とな

った。反対に上位葉数が少ないと粗になる傾向が見られた。

　次に盛上がりについて見ると，上節位着果の方が盛上がりよく，15節着果区が５及び10節着果区

より盛上がっていた。

　また同節着果内でみると，下位葉数が多い方が盛り上がりかよかった。

　５．花座径について　花座径が大きいと商品価植をおとすので花座径の大きさについて調査した

結果は第５図のとおりで，上節位着果によって花座径が大きくなるだけでなく，孫づるとなると一

層大きくなる傾向か見られた。

　同一着果節位区では葉数及び葉位の影響は見られなかった。
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　第　２　実　験

　１．側枝の影響　第１表に見られるとおり，側枝は１本残すことによって冬系３号では果実内糖

度を高めた。しかし春系ではこの傾向は認められなかった。

　ただ下部側枝１本残した場合春系でも冬系でも標準対照区より果重か大きくなった。果形指数は

変っていないので側枝を残すことによって果形が不良になることはないように思われた。

Tab＼e 1. Ｅｊｆｅｃt　ｃが"　ａ　latｅｒal　ｓｈｏｏtａt ｄｉｆ

　　　ｄｅ、ｄ（ゆ■ｍｅｒiｔ ａｎｄ ｑｕaliりｉｎ ７にｓｋｍｅｌｏｎ.

Spring strain Ｎ０. 3

Item
よ

No lateral
　　　　shoot

Upper latera
　　　　shoot

Lower latera
　　　　shoot

Fruit shape
Brix

Net value

1453

g 　　cm　cm

12.3　13.6　111　13.7　4,0　　4.0

1432　12.5　14.3　114　13.5　3.9　　4.0

1805　13.3　14.8　111　13.2　4,2　　4.2

Net ｖａ】ue: Size strong 5 ……l small

　　　　　　　　　Densityfine 5 ……１ coarse

Winter strain Ｎ０. 3

Av.　Fruit shape Net value*
八Ｖ'.　゛｀゛゛゛″゛゛゛r~　　　●　↓･Wゝy゛｀t4W
ll!it

ＬｅｎｇthWidth W/L

ぶrix

Density

　　g　　cm　cm
　943　･12･.3　11.6　94　11.4　4,2　4.2

　823　12.0　11.3　94　12.3　4.0　4.5

1033　12.6　11.9　94　13.0　4.4　3.9

　２．側枝葉数の影響　側枝葉数の影響について調査した結果は第２表の通りで，下部側枝葉を残

すと果実肥大か促進された。中部及び上部側枝ではその効果吋詔められなかった。

　また糖度の向上については各側枝葉の影響は見られなかったが上部側枝葉によって糖度がやや高

まる傾向か見られた。しかし果形が偏平果になりやすいように見られた。

　　　　Table 2. Ｅかｃ£ ０／ ｌｅａりｅｓｏｎ　the　latｅｒal ｓｈｏｏｔｓｄｅｖｅｌｏｐｅｄａt ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｎｏｄｅｓ.

　　　　　　ｐｉｎｃｈｉｎｇ ■ｗith.ｔｘｕｏｌｅａ。ｅｓｆｒｏｍ ａ　latＺＴｏｌｓ恥ｏt， ｏｎ tｈｅｆｒｕit ｄ。ｅｌｏｐｍｅｎt

　　　　　　ａｎｄ ｑｕaliりin ■ｍｕｓh-ｍｅlｏｎ

Variet

Av.

fruit

Spring strain Ｎ０. 3

Fruit shape
Brix

Trea

No leaves

　　(Ｃｏｎtr01)

Leaves on
upper 6
lateral shoots

Leaves on
middle 6
lateral shoots

Leaves on
lower 6
lateral shoots

Net value

ふr“Length width W/L index Size

　　g　　cm　cm
1453　12.3　12.6　111　13.7　4.0　　、4､0

1410　12.2　13.5　113　13.2　3.7　　5,0

1474　12.8　13.5　108　13.5　4.0　　4.2

1753　12.9　14.4　112　13.1　4.2　　3.9

Winter strain Ｎ０. 3

Av.　Fruit　shape　　　.　Net value

fﾐ;yitJ
ength Widht W/L i??5aSiｚｅ Density

943
g 　　cm　cm

12.3　11.6　94　11.6　4.2　4.2

859　11.8　11.3　96　11.6　3,8　4.8

950　12.5　11.7　94　11.9　4,2　4.2

990　12.6　12.0　95　11.8　4.4　4.0

　３．着果枝の葉数の影響　第３表に見られるように春系３号では放任区では著しく結実率が不良

であったか，着果した果実は著しく肥大した。冬系３号の場合結実率は極めて良好で，果重も大き

かった。

　４葉区では春系，冬系ともに着果率良好で肥大も良好であった。

　肥大良好な果実は糖度が対照区より低い傾向が見ら｀れた。
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Net value

4.0 4.2

Table 3. Ｅｆｆｅｃt　ｃがｐｉｎｃｈｉｎｇ ･ｎｏｉth　ｆｗｏ ａｎｄ ｆｏｕｒ ｌｅａｖｅｓ. ａｎｄ ｔailimitｅｄ ｌｅａｖｅｓ∫ｒｏｍ the

　　latｅｒal ｓｈｏｏｔ ＴＯｔh. ａ ｆｒｕiｔ ｏｎ tｈｅ ∫ｒｕiｔ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ａｎｄ ｑｕｘdiｔ:ｙ ｉｎ ｍｕｓｋｍｅｌｏｎ.

Variet･
-

、Item

2 leaves

4 leaves

UnliiAited

Spring strain NO. 3

Av.

fruit

Fruit shape

wt. Length Width W/L

　　g　　cm　cm
1453　12.3　13.6

1634　12.6　14.3

1966　13.6　15.4

111

111

113

Brix

indeχ

13.7

13.7

13.3

Net value

SizeDensit

　40　　40

　4.0　4.2

　3.8　4.4

Winter strain Ｎ０. 3

Av.

fruit

Fruit shape
Brix

ふZ“Length Width W/L index Size Deniity

１

　　g　　cm　cm
943　12.3　11.6

983　12.2　11.6

023　12.5　12.1

３
　
２

　
－
　
　
１

４
　
４

ｃ
ｖ
]
　
０

　
ゆ
　
　
１

４
　
４

６
　
０

　
Ｉ
　
　
Ｉ

Ｉ
　
３

１
　
１

４
　
i
n

９
　
９

98 11.9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　察

　第１実験で見られたように上位着果した果実は肥大良好で，縦長果となりやすいのは開花時の子

房の大きさが大きくて縦長であるためと思われる。その上着果節より下位葉が多い場合には果重が

増加し，ネットの盛上がりも良好であるか，上位葉が多いと果実か遅くまで発育し，横長果となる

ばかりでなく，ネットか密となってしまう傾向が見られた。ただ糖度は上昇するので，下位葉より

１～２枚多くすれば果形ネットの盛上がりに変化なく，糖度を向上させることができるものと思わ

れる。との傾向は第２実験の上位側枝葉の影響でも見られた。

　上位葉が多いと糖度が高まりやすいのは果実の発育は下位葉及び着果節付近の葉によることが多

いが，肥大後期の糖度の上昇には上位葉の同化機能が下位葉より活発で，その同化産物によるもの

と思われた。

　摘心栽培では根が老化し，草勢を低下させることはキュウリ19'において示した。これは頂芽にお

いて生産されるオーキシンが根部に達し，発根及び活動維持に関与しているものと考えられるの

で，頂部を持った側枝を残せばよいと考えられ，第２実験によってそのことを確めえた。そして果

重を大きくしえた。果重が大きいことは肥大蓄積が遅れているので同一日数で収穫すれば糖度が高

まりにくいので２～３日延ばして収穫することがすすめられる。

　また花座径が大きいと商品価値をおとすか，１個取り栽培ではあまり大きさに差がないので問題

ないが，プリンスメロンやシラユキのような孫づる果まで収穫する場合花座径が大きくなる恐れは

ある。

　低節位着果では果実肥大は不良で，吉岡ら2o゛の示すとおり，同化養分が果実に集積し，根に配分

されないため根の老化を招き，草勢の低下，同化量の不足を招くためと思われる。

　トマト11)キュウリ22)で示されたように果実の肥大には下葉か大切で，現在一般に行われてい

る方法がよいと思われる。　高木15, ts;は葉数が多いと大果となるととを報告しており，低節位着果

のときは側枝葉の利用をすすめている。

　私は下節位に１本の頂芽のある側枝を残すことをすすめたい。側枝が旺盛なときは一時摘心し，

孫づるを伸ばす方式をとって頂芽のある枝を１木つけておくのかよいと思っている。

　また２節摘心が着果枝で行われているが，４節摘心なども考慮してもよいと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　要

　１．夏系７号を供試して果実の肥大・品質に及ぼす着果位置と葉数の影響についで調査したとこ

ろ次の結果が得られた。
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　（1）着果節位が上位になるにつれ，大玉になりやすぐ，また下位葉数より上位葉数が多いと果実

肥大がよかった。

　（2）着果節位が上位になる･につれ，縦長果となりやすいが，下位葉数より上位葉数が多いと偏平

果になりやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　・●　　●　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l●j　（3）上位節着果果は糖度が増加しやすいか，上位葉数か下位数より多いと，糖度が増加しやす

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’.I’

　（4）花座径は上位節着果で多少大,きくなるが，同一着果節位では葉数や葉位によって影響されな

い。

　しかし子づるより孫づる着果の果実では花座径が大きくなる傾向が見られた。　　　　，

　２　果実の肥大・品質に及ぼす側枝の取扱いの影響を調査するために春系３号を春まきし，冬系

３号を秋まきして実験したところ，下位側枝を１本残したり，下位側枝を２葉摘心して側枝葉を残

すと果実肥大か良好となった。

　･また着果側枝を２枚摘心より４枚摘心あるいは放任によって果実肥大が促進された。ただ春まき

では放任の場合結実率が著しく不良となるので，実際には利用できない。
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